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注３

　　　Ｆ Ａ Ｘ　　０２８－６４９－５０２７

　　　　　・学部の学科の設置の場合：「○○大学　△△学部　□□学科」

　　　　　表題は「計画の区分」に従い、記入してください。

　　　　　例）

　　　　　・学部の設置の場合：「○○大学　△△学部」

　　　ｅ－mail　　syosoumu@miya.jm.utsunomiya-u.ac.jp

　　　　　・短期大学の学科の設置の場合：「○○短期大学　△△学科」

　　　　　届出時から対象学部等の名称変更があった場合には，表題には認可時の旧名称を記載し，その下欄に

　　　　　（　　）書きにて，現在の名称を記載してください。

　　　３　大学番号の欄については、平成２４年３月12日付事務連絡「大学等の設置に係る設置計画履行状況報告書等

　　　　　の提出について（依頼）」の別紙に記載のある大学番号を記載してください。

　　　　　※「留意事項実施状況報告書」の場合は，表題を修正してください。

（注）１　「計画の区分」は届出時基本計画書の「計画の区分」と同様に記載してください。

　　　　　・大学院の研究科の設置の場合：「○○大学大学院　○○研究科」

　　　　　・通信教育課程の開設の場合：「○○大学　△△学部　□□学科（通信教育課程）」

　　　　　例）　○○大学　△△学部

　　　　　　　　　　　　（□□学部）

　　　２　大学院の場合は、表題を「○○大学大学院　・・・」と記入してください。

　　　（夜間）　　０２８－６４９－５０１１

職名・氏名 　総務部総務課法規調整係長　　大野和隆

　　　電話番号　　０２８－６４９－５０１１



１　調査対象大学等の概要等

（１） 設　置　者

　　　　国　立　大　学　法　人　　　宇　　都　　宮　　大　　学

　　　　栃木県宇都宮市峰町３５０

　　　　ください。

　　　・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には，複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

（注）・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合，本部の位置を（　）書きで記入してください。

（２） 大　学　名
　　　　宇　　都　　宮　　大　　学

　　　〒３２１－８５０５

（３） 大学の位置
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教育学部

総合人間形成課程

　　学士（教育学）

対象年度

区　分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

人 人 人 人 人 人 人 人

314 285 207 188

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ ７ ] [ 　 ] [ ５ ] [ 　 ] [ ６ ] [ 　 ] [ ３ ] [ 　 ]

252 253 179 170

[ 　　　 ]

(　　 　) (　　 　)

志願者数

(　　 　)

備　　考

Ａ　 入学定員
60 6060

修業年限

人

60

平成２２年度

　（５）－②　調査対象学部等の入学者の状況

収容定員

人

240

平成２１年度

4 60

　　　　　　　

平均入学定員
超 過 率

平成２３年度

（５）　調査対象学部等の名称，定員，入学者の状況等

（注）・　当該調査対象の学部の学科または研究科の専攻等，定員を定めている組織ごとに記入してください。

　　　　修業年限に合わせて作成してください。（修業年限が３年以下の場合には欄を削除し，５年以上の場合
　　　・　様式は，平成２１年度開設の４年制の学科の場合（平成２４年度までの４年間）ですが，開設年度・

人

　　　　には，欄を設けてください。）

年

設 置 時 の 計 画

　（５）－①　調査対象学部等の名称，定員

調査対象学部等の
名称（学位）

備　　　　　考
編入学定員入学定員

年次

平成２４年度

(　　 　)

[ 　　　 ] [ 　　　 ] [ 　　　 ]

252 253 179 170

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ ５ ] [ 　 ] [ ４ ] [ 　 ] [ ５ ] [ 　 ] [ ２ ] [ 　 ]

81 79 74 73

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ ３ ] [ 　 ] [ １ ] [ 　 ] [ １ ] [ 　 ] [ １ ] [ 　 ]

59 66 62 62

(　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　) (　 　)

[ ２ ] [ 　 ] [ １ ] [ 　 ] [ １ ] [ 　 ] [ １ ] [ 　 ]

入学定員超過率

Ｂ／Ａ

　　　　「－」を記入してください。

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

　　　・　「入学定員超過率」については，各年度の春季入学とその他を合計した入学定員，入学者数で算出して

　　　　ください。なお，計算の際は小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位まで記入してください。

　　　・　「平均入学定員超過率」には，開設年度から提出年度までの入学定員超過率の平均を記入してください。

　　　　なお，計算の際は「入学定員超過率」と同様にしてください。

1.03倍

0.98

Ｂ　 入学者数

（注）・　数字は，平成２４年５月１日現在の数字を記入してください。　

　　　・　（　 ）内には，編入学の状況について外数で記入してください。なお，編入学を複数年次で行って

　　　　いる場合には，((  ))書きとするなどし，その旨を「備考」に付記してください。 該当がない年には

1.10

合格者数

1.031.03

受験者数
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対象年度

学　年 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期

[ ２ ] [　 　] [ １ ] [　 　] [ 1 ] [　 　] [ １ ] [　 　]

59 66 62 62

[ ２ ] [　 　] [  1  ] [　 　] [  1  ] [　 　]

57 64 62

[  2  ] [　 　] [  1  ] [　 　]

58 65

[  2  ] [　 　]

58

　　　　ください。

　　　・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

　　　　「留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）

　　　　及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を

　　　　記載してください。

　　　・　短期交換留学生など，定員内に含めていない学生については記入しないでください。

　　　・　学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学とその他の学期（春季入学以外の学期区分を設けている

　　　　場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「－」を記入して

　　　　ください。また、その他の学期に入学定員を設けている場合は、備考欄にその人数を記入してください。

247

１年次

備　　　　　考

184123

平成２４年度

59

４年次

[ 　5　 ][　2  ][　3  ][　2  ]

　（５）－③　調査対象学部等の在学者の状況

２年次

平成２２年度

３年次

平成２１年度

　　　・　[ 　 ]内には，留学生の状況について内数で記入してください。該当がない年には「－」を記入して

平成２３年度

計

（注）・　数字は，平成２４年５月１日現在の数字を記入してください。　

くださ 。また、その他の学期に入学定員を設けて る場合は、備考欄にその人数を記入してくださ 。

　　　・　「計」については，各年度の春季入学とその他の学期を合計した在学者数，留学生数を記入してください。
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　（５）－④　調査対象学部等の退学者等の状況

退学した年度

平成２１年度 人 人

平成２２年度 人 人

平成２３年度 人 人

平成２４年度 人 人

平成２２年度 1 人 0 人 一身上の都合

平成２３年度 人 人

平成２４年度 人 人

平成２３年度 人 人

平成２４年度 人 人

62 人 0 人 平成２４年度 人 人 0 ％

249 人 1 人 0.4 ％

入学者数に
対する退学者数

の割合
（a/b）

主な退学理由

　　区　分

対象年度
退学者数の
うち留学生数

平成２４年度
入学者

平成２１年度
入学者

平成２２年度
入学者

平成２３年度
入学者

62

退学者数

人59

入学者数（b） 退学者数（a）
退学者数（内訳）

　　　・　各年度の入学者数については，該当年度当初に入学した人数を記入してください。（途中で退学者がいた場合でも、その退学者数を減らす必要は

　　　・　各年度の退学者数については，退学年度ごとに記入してください。また、留学生数欄の人数については、退学者数の内数を記入してください。

　 ・　留学生については，「出入国管理及び難民認定法」別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる「留学ビザ」）

　　により，我が国の大学（大学院を含む。），短期大学，高等専門学校，専修学校（専門課程）及び我が国の大学に入学するための

　　　　　ありません。）

人

0

（注）・　数字は，平成２４年５月１日現在の数字を記入してください。　

％

％

0

1.5

％

人 1

合　　計

0 0

人

人

66

人

4

　　　　　　（記入項目例）・就学意欲の低下　　　・学力不足　　　・他の教育機関への入学・転学　　　　　　　・海外留学

　　　　　　　　　　　　　　　・就職　　　・学生個人の心身に関する事情　　　　・家庭の事情　　　・除籍　　　　・その他

　　準備教育課程を設置する教育施設において教育を受ける外国人学生」を記入してください。

　　　・　「入学者数に対する退学者数の割合」は，【当該対象年度の入学者のうち，平成２４年度５月１日現在までに退学した学生数の合計】を，

　　　　【当該対象年度の入学者数】で除した割合（％）を記入してください。その際，小数点以下第２位を四捨五入し，小数点以下第１位までを記入してください

　　　・　「主な退学理由」は，下の項目を参考に記入してください。その際，「就学意欲の低下（○人）」というように，その人数も含めて記入してください。
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Integrated English ⅡＡ

Integrated English ⅡＢ

1～4

1～4

1～4

1～4

1～4

1～4

1～4

1～4

1～4

1～4

1～4 1

1

1～4 2

1～4 2

2

1～4 1

1～4 1

1～4 1

1～4 1

1 2

1～4 2

2

備　　　　考
必　修 選　択 自　由 教　授 准教授 講　師 助　教 助　手

科目区
分

授業科目の名称
配 当
年 次

単位数 専任教員等の配置

1～4

Advanced English Ⅰ (Vocabulary
Building)

Advanced English Ⅰ (Communicative
Grammar)

Advanced English Ⅰ (Intensive
Reading)

2

Advanced English Ⅰ (Pleasure
Reading)

Advanced English Ⅰ (Academic
Writing)

Advanced English Ⅰ (Essay Writing)

Advanced English Ⅰ (Public
Speaking)

Advanced English Ⅰ (Presentation)

Advanced English Ⅰ (Discussion ＆
Debate)

Advanced English Ⅰ (Speech Clinic)

英語コミュニケーションⅡＢ

英文講読Ⅰ

英文講読Ⅱ

Integrated English ＩＡ

Integrated English ＩＢ 1～4

1～4

基
盤
共
通
教
育
関
係
科
目

初

期

導

入

教

育

科

目

初期セミナーA

カリキュラム改革のため科目の変更（23）初期セミナーＢ

新入生セミナー

リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
科
目

英語コミュニケーションⅠ

共通教育英語科目の変更により，授
業科目を変更(21)

英語コミュニケーションⅡＡ

（１） 授業科目表

＜教育学部　総合人間形成課程＞

２　授業科目の概要

基盤教育科目の変更により授業科目を追加（23）

基盤教育科目の変更により授業科目を追加（23）

基盤教育科目の変更により授業科目を追加（23）

基盤教育科目の変更により授業科目を追加（23）

基盤教育科目の変更により授業科目を追加（23）

基盤教育科目の変更により授業科目を追加（23）

基盤教育科目の変更により授業科目を追加（23）

基盤教育科目の変更により授業科目を追加（23）

基盤教育科目の変更により授業科目を追加（23）

基盤教育科目の変更により授業科目を追加（23）

基盤教育科目の変更により授業科目を削除（23）

基盤教育科目の変更により授業科目を削除（23）

基盤教育科目の変更により授業科目を削除（23）

基盤教育科目の変更により授業科目を削除（23）

基盤教育科目の変更により授業科目を削除（23）

基盤教育科目の変更により授業科目を削除（23）

基盤教育科目の変更により授業科目を削除（23）

授業科目を追加(22)

1～4 2

1～4 2

1～4 1

1～4 1

1～4

1～4

1～4

1～4

教育社会学 1～4 2

生涯学習社会論 1～4 2

教育制度 1～4 2

教育行政学 1～4 2

情報教育 2～4 2

環境教育 1～4 2

現代福祉事情 1～4 2 1

生涯学習概論 1～4 2

障害児の発達と教育 1～4 2

教育心理学 1～2 2

教
育
基
礎
科
目

教育原論 1～2 2

グローバル化と外国人児童生徒教育 1～4 2

小学校外国語活動の理論と実践 1～4 2

健康教育 1～2 2

情報教育 1～2 2

環境教育 1～2 2

現代福祉事情 1～2 2 1

生涯学習概論 1～2 2

特別支援教育基礎論 1～2 2

教育心理学 1～2 2

教

養

教

育

科

目 教養教育科目履修表のとおり

専
門
導
入
科
目

教育原論 1～2 2

※日本語ⅠＡ（注１）

※外国人留学生のみ※日本語ⅠＢ（注１）

※日本語Ⅱ　 （注１）

スポーツと健康

情報処理基礎

1～4 1

Advanced English Ⅰ (Media English)

Advanced English Ⅰ (Cinema English)

Advanced English Ⅰ (TOEIC)

Advanced English Ⅰ (TOEFL)
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基盤教育科目の変更により授業科目を削除（23）

授業科目名に演習を追加(21)

カリキュラム改革のため科目を廃止（24）

カリキュラム改革のため科目を新設（24）

カリキュラム改革のため科目を廃止（23）

社会心理学 2 2

教育評価法 2 2

1

学習心理学 2 2

人格心理学 2 2

発達心理学 2 2

臨床心理学 2 2

学級経営 2 2

配当年次を3年からにするための変更
(22)

3～4

比較教育 2 2

教育統計学 2 2

国際化と教育 2 2

日本教育思想史 2 2

視聴覚教育 3～4 2

教育方法学 2 2

教育哲学 2 2

1
カリキュラム改革のため科目を変更（23）

進路相談（カウンセリングを含む） 2 2

教育相談（カウンセリングを含む） 2 2

生徒指導・進路指導
（ ）

2 2
授業科目名に（　）を追記したため授業科目を追
加(21)，科目の変更により（　）を削除（23）

生徒指導・進路指導
（ ）

2 2

配当年次を延長のため変更(22)
生活指導（進路指導を含む） 2 2

2～4

教育課程及び方法（特別活動を含む） 2 2

3

領

道徳教育 2 2

3

プロジェクト研究Ⅱ 3 2 3

1

プロジェクト研究Ⅰ 2 2 3

1

メンタルヘルス実習 3 2

実
践
力
養
成
科
目

コミュニケーション演習 2 2

情報メディア演習 2～3 2

芸術表現演習 2～3 2 1

実証的調査検証演習 2～3 2

実証的研究演習 2～3 2 1

科学的思考演習 2～3 2

7 8

基
礎
力
養
成
科
目

論理的思考演習 2～3 2

授業科目名の変更(21)
卒業研究Ⅱ 4 2

1

卒業研究B

2

スポーツ健康領域入門演習 2 2 3

1

芸術文化領域入門演習 2 2 1

1

環境創造領域入門演習 2 2 2

2

地域公共領域入門演習 2 2 1

1

言語文化領域入門演習 2 2

人間発達領域入門演習 2 2

自
己
開
発
科
目

カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
設
計
科
目

カリキュラム設計演習 1 2

グローバル化と外国人児童生徒教育 2～4 2

カリキュラム改革のため科目を廃止（24）

授業科目を削除(22)

カリキュラム改革のため科目を新設（23）

カリキュラム改革のため科目を廃止（24）

2～4
変更(24)

重複障害児教育概論 2～3 2

病弱児教育概論 2～3 2

肢体不自由児教育概論 2～3 2

特別支援教育概論 2～3 2

知的障害児心理・生理・病理 2～3 2

障害者心理学 2～3 2

発達障害児教育概論 2～3 2

総合学習の指導 3 2

生活科教育法 2～3 2

保育内容の指導法（表現） 2～3 2

授業科目名に（　）を追記したため
授業科目を追加(21)

保育内容の指導法（人間関係） 2～3 2

保育内容の指導法（環境） 2～3 2

保育内容の指導法（言葉） 2～3 2

授業科目名に（　）を追記したため
授業科目を追加(21)

社会教育演習 2～4 2

保育内容の指導法(健康) 2～3 2

2～4

幼児理解及び教育相談 2～3 2

子ども理解の心理学 2～4 2 配当年次を延長のため変更(21)
カリキュラム改革のため科目の変更
（23）

幼児教育相談 2～4 2

社会教育計画Ⅱ 2～3 2

社会教育計画Ⅰ 2～3 2

カウンセリング実習 4 2

教育臨床学演習Ⅱ 3 2

教育臨床学演習Ⅰ 3 2

教育心理学実験 3 2

授業科目名称の変更(23)
感情心理学 3 2

感情心理学特講

不安と個性化の心理学 3 2

人権問題と心理学 3 2

2

教育心理学特講Ｂ
授業科目名称の変更(23)

自己評価の心理学 3 2

授業科目名称の変更(23)
発達臨床心理学 3 2

教育心理学特講Ａ
授業科目名称の変更(23)

動機づけの心理学 3

発達心理学特講

1

心理療法Ⅱ 3 2

心理療法Ⅰ 2 2

心理統計学
授業科目名の変更(22)

教育統計学 2 2
域
専
門
科
目

人
間
発
達
領
域
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配当年次を変更(24)

授業科目名称の変更(23)

配当年次を変更(24)

授業科目名称の変更(23)

配当年次を変更(24)

授業科目名称の変更(23)

配当年次を変更(24)

授業科目名称の変更(23)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

授業科目名称の変更(23)

配当年次を変更(24)

授業科目名称の変更(23)

配当年次を変更(24)

授業科目名称の変更(23)

配当年次を変更(24)

授業科目名称の変更(23)

カリキュラム改革のため科目を廃止（23）

カリキュラム改革のため科目を廃止（23）

カリキュラム改革のため科目を廃止（23）

文 講Ｂ 2～4

日本文学特講A 2～4
配当年次、科目名称を変更(23)

日本文学特殊講義A 1～4 2

日本文学講読C 1～4 2 1

2～4
配当年次を変更(23)

日本文学講読B 1～4 2

日本文学講読A 1～4 2

2～4
配当年次を変更(23)

国語学特殊講義Ｂ 2～4 2

授業科目名称の変更(23)
国語学特殊講義Ａ 2～4 2

日本語学特講

国語学講読Ⅱ 2～4 2

日本語学講読
授業科目名称の変更(23)

国語学講読Ⅰ 2～4 2

日本文学基礎演習Ⅱ 2～3 2

日本文学演習Ⅱ 2

日本文学基礎演習Ⅰ 2～3 2

日本文学演習Ⅰ 2

日本語学演習Ⅱ 2

国語学基礎演習Ⅱ 2～3 2

日本語学演習Ⅰ 2

国語学基礎演習Ⅰ 2～3 2

配当年次を変更(23)
漢文学概説 1～2 2

1～2

1～4

日本文学概論Ｂ 1～2 2

1

日本文学概説Ｂ 1

日本文学概説Ａ 1

日本文学概論Ａ 1～2 2

2

国語学概説Ⅰ 1～2 2

日本語学概説Ⅰ 1

日本語学概説Ⅱ 1

国語学概説Ⅱ 1～2

人間発達演習Ⅱ 3 2

人間発達演習Ⅰ 3 2

人間発達特講Ｂ 2～4 2

人間発達特講Ａ 2～4 2

情報システム演習Ⅰ 2～4 2

情報通信ネットワーク 3～4 2

情報技術演習Ⅱ 3～4 2

情報技術演習Ⅰ 3～4 2

2～4
配当年次を変更(24)

情報科教育法Ⅱ 3～4 2

情報科教育法Ⅰ 3～4 2
当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

配当年次、科目名称、単位数を変更(23)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

科目名称、単位数を変更(23)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

科目名称、単位数を変更(23)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

科目名称、単位数を変更(23)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

科目名称、単位数を変更(23)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

配当年次、科目名称、単位数を変更(23)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

カリキュラム改革のため科目を廃止（23）1

1

英語学概説Ⅱ 2～3 2

2

英語学特殊講義Ｃ 2～4
配当年次、科目名称を変更(23)

英語学概説Ⅰ 2～3 2

科目名称、単位数を変更(23)
英語学演習 1～2 2 1

2

英語学演習ＢⅡ 2～3 1

2

英語学演習ＢⅠ 2～3 1

アメリカ文学演習ＢⅡ 1
科目名称、単位数を変更(23)

米文学演習B 1～3 2

アメリカ文学演習ＢⅠ 1～3 1

2～3

科目名称、単位数を変更(23)
米文学演習A 1～3 2

2～3

2～3

アメリカ文学演習ＡⅡ 1

2～3

アメリカ文学演習ＡⅠ 1～3 1

イギリス文学演習ＢⅡ 1
科目名称、単位数を変更(23)

英文学演習B 1～3 2

イギリス文学演習ＢⅠ 1～3 1

2～3

科目名称、単位数を変更(23)
英文学演習A 1～3 2

2～3

2～3

イギリス文学演習ＡⅡ 1

2～3

イギリス文学演習ＡⅠ 1～3 1

配当年次、科目名称、単位数を変更(23)
英文法 1～2 2 1

2

英語学演習ＡⅡ 2～3 1

2

英語学演習ＡⅠ 2～3 1

配当年次、科目名称を変更(23)
日本文学史B 1～4 2

日本文学史（近代） 2～4

日本文学史（古典） 2～4
配当年次、科目名称を変更(23)

日本文学史A 1～4 2

配当年次、科目名称を変更(23)
日本文学特殊講義Ｂ 1～4 2 1

日本文学特講Ｂ 2～4

言
語
文
化
領
域

領
域
専
門
科
目
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配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

カリキュラム改革のため科目を廃止（23）

配当年次を変更(24)

カリキュラム改革のため科目を廃止（23）

配当年次を変更(24)

カリキュラム改革のため科目を廃止（23）

配当年次を変更(24)

カリキュラム改革のため科目を廃止（23）

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

2～4

倫理学概論
授業科目名称の変更(23)

倫理学 1～3 2

1

2

2～3
配当年次を変更(24)

言語と音声 1～3 2

2～3
配当年次を変更(23)

イギリス文化論 2～4 2

2

配当年次、科目名称を変更(23)
英語表現法演習Ⅱ 3～4 1

2～3
配当年次を変更(23)

アメリカ文化論 2～4

3

現代英語表現法演習Ⅱｂ 2～3

現代英語表現法演習Ⅱａ 2～3
配当年次、科目名称を変更(23)

英語表現法演習Ⅰ 3～4 1

3

現代英語演習Ⅱ 3～4 2

3

現代英語総合演習
授業科目名称の変更(23)

現代英語演習Ⅰ 3～4 2

英米文学特講CⅡ 2～4 2

授業科目名称の変更(23)
英米文学特講ＣⅠ 2～4 2

3

英米文学特殊講義Ｃ

英米文学特講BⅡ 2～4 2

3

英米文学特殊講義Ｂ
授業科目名称の変更(23)

英米文学特講ＢⅠ 2～4 2

英米文学特講AⅡ 2～4 2

授業科目名称の変更(23)
英米文学特講ＡⅠ 2～4 2

3

英米文学特殊講義Ａ

2～3

イギリス文学史
授業科目名称の変更(23)

英米文学史Ⅱ 2～4 2

授業科目名称の変更(23)
英米文学史Ⅰ 2～4 2

1

2～3

アメリカ文学史

3

英語学特殊講義Ｂ
授業科目名称の変更(23)

英語学特講Ⅱ 2～4 2

授業科目名称の変更(23)
英語学特講Ⅰ 2～4 2 1

3

英語学特殊講義Ａ

カリキュラム改革のため科目を廃止（23）

カリキュラム改革のため科目を廃止（23）

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

カリキュラム改革のため科目を新設（23）

カリキュラム改革のため科目を廃止（24）

配当年次を変更(24)2

社会福祉行政 2〜4 2  1

2〜3
配当年次を変更(24)

地域福祉論 2〜4 2  1

配当年次を変更(24)
社会福祉学概論 1〜3 2  1

3

地域調査法 2〜4 2

配当年次を変更(24)
地理学特講B 2〜4 2

3

授業科目名称の変更(23)
農業地理学 1〜3 2

3
配当年次を変更(24)

地理学特講A 2〜4

3

地理学特講C

配当年次を変更(24)
地誌学概論B 1〜3 2

2

1
配当年次を変更(24)

地誌学概論A 1〜3 2

授業科目名をA・Bとし，授業科目名
をBに変更(21)地域分析基礎論 1〜3 2

2

地理学概論B 1〜3 2

配当年次を変更(24)
地理学概論A 1〜3 2

1

2〜3
配当年次を変更(24)

経済学特講B 2〜4 2

2〜3
配当年次を変更(24)

経済学特講A 2〜4 2

地域経済論 2〜4 2

公共経済学 3〜4 2 1

経済学概論 1〜2 2 1

経済政策論 3〜4 2

2

1〜2

2〜3
配当年次を変更(24)

1

言語文化演習Ⅱ 3 2

言語文化演習Ⅰ 3 2

英米語研究特殊講義 2～4 2

日本文化論特殊講義 １～4 2

1

2～4
配当年次を変更(24)

2～4
配当年次を変更(24)

表象文化概論 1～2 2

8



カリキュラム改革のため科目を新設（23）

配当年次を変更(24)

カリキュラム改革のため科目を新設（23）

カリキュラム改革のため科目を廃止（24）

カリキュラム改革のため科目を廃止（23）

配当年次を変更(24)

カリキュラム改革のため科目を新設（23）

配当年次を変更(24)

授業科目を削除(22)

配当年次を変更(24)

授業科目を追加(22)

配当年次を変更(24)

授業科目を追加(22)

カリキュラム改革のため科目を廃止（23）

配当年次を変更(24)

カリキュラム改革のため科目を新設（23）

配当年次を変更(24)

授業科目名をA・Bとし，授業科目を
(21)

2

日本史概説B 1〜3 2

1
配当年次を変更(24)

日本史概説A 1〜3 2

3

地域居住論 2〜4 2

現代政治思想 2〜4 2

3
配当年次を変更(24)

住宅政策論 2〜4 2

配当年次を変更(24)
公共政策論 1〜3 2

3〜4

2〜3

法学特講B 2～4 2

法学特講A 2～4 2

2〜3

国際人権法 2〜4 2

3〜4
配当年次を変更(24)

民法II 2〜4 2

3〜4
配当年次を変更(24)

民法I 2〜4 2

配当年次を変更(23)
法学概論 1〜4 2

1

1〜3

行政学 2〜4 2

2
配当年次を変更(24)

政治学概論 1〜3 2

2

倫理学概論 1〜3 2

共生倫理 2〜4 2

3
配当年次を変更(24)

哲学特講B 2〜4 2

3
配当年次を変更(24)

哲学特講A 2〜4 2

哲学概論 1〜3 2

2
配当年次を変更(24)

社会調査法 2〜4 2

3

社会学特講 2〜4 2

2
配当年次を変更(24)

社会学概論 3〜4 2

配当年次を変更(24)
社会福祉援助技術論 2〜4 2  1

児童福祉論 2〜4 2

地
域
公
共
領
域

2〜3

領
域
専
門
科
目

加(21)

配当年次を変更(24)

授業科目を追加(21)

配当年次を変更(24)

授業科目を追加(21)

配当年次を変更(24)

授業科目を追加(21)

配当年次を変更(24)

授業科目を追加(21)

カリキュラム改革のため科目を新設（23）

カリキュラム改革のため科目を新設（23）

消費生活論 2～3 2

配当年次を延長のため変更(21)
住生活環境実習 3 1

2～4

1～4 配当年次を１年からにするための変
更(21)住環境論 2～3 2

2～4
配当年次を延長のため変更(21)

食生活環境実験 3 1

配当年次を１年からにするための変
更(21)　科目の廃止（23）調理科学 2～3 2

栄養学 1〜3 2

1～3

食物科学 1〜3 2

2～4
配当年次を延長のため変更(21)

衣生活環境実験 3 1 1

配当年次を１年からにするための変
更(21)衣管理論 2～4 2

配当年次を１年からにするための変
更(21)被服素材論 2～3 2 1

1 1

1～3

1～3

1 1

地域公共演習Ⅱ 3 2

地域公共演習Ⅰ 3 2

3
配当年次を変更(24)

地域調査実習 3〜4 2

3
配当年次を変更(24)

社会福祉援助技術演習 3〜4 2  1

社会福祉実習II 3〜4 2  1

社会福祉実習I 3〜4 2  1

配当年次を変更(24)
社会調査実習 2〜4 2

3

2

歴史学特講D 2〜4 2

2

歴史学特講C 2〜4 2

2
配当年次を変更(24)

歴史学特講B 2〜4 2

配当年次を変更(24)
歴史学特講A 2〜4 2

2

2

外国史概説B 1〜3 2

2

外国史概説A 1〜3 2
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カリキュラム改革のため科目を新設（23）

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

カリキュラム改革のため科目を新設（23）

カリキュラム改革のため科目を新設（23）

カリキュラム改革のため科目を新設（23）

カリキュラム改革のため科目を新設（23）

カリキュラム改革のため科目を廃止（23）

カリキュラム改革のため科目を廃止（23）

カリキュラム改革のため科目を廃止（23）

カリキュラム改革のため科目を廃止（23）

授業科目を追加(24)

配当年次を変更(24)

科目 (21)

2～4

文 3～4 2

気象学 2～4 2

固体地球科学 3～4 2

2～3
配当年次を変更(24)

環境教育実習 3 2 1

細胞生物学 3～4 2

生命科学 3～4 2

環境分析化学実験 3 1

授業科目名の変更(21)
環境有機化学 2 2

環境生化学

有機化学 3 2

量子力学 3～4 2

環境野外実習 2～4 2 1

実験科目のため単位数を変更(21)
環境地質学実験 3 2 1

1

1

1

環境地質学 2～3 2

基礎地学実験 2 1

基礎生物学実験 2 1

基礎化学実験 1～2 1

基礎の地球科学 1〜2 2

基礎物理学実験 2 1

基礎の化学 1〜2 2

基礎の生物科学 1〜2 2

基礎の物理学 1〜2 2

野外教育 2～3 2

環境・資源経済学 2～4 2

森林生態学 2～4 2

森林政策学 2～4 2

途上国経済発展論 2～4 2

資源リサイクル論 2～4 2

環境と国際協力 2～4 2

国際協力論II 2～4 2

国際協力論I 2～4 2

生活環境論B 2 2

科目名変更及び配当年次を延長のた
め変更(21)

2～3

生活環境論Ⅱ 2～4

生活環境論A 2 2

科目名変更及び配当年次を延長のた
め変更(21)1

2

生活環境論Ⅰ 2～4

生活意匠論 1〜3 2

生活アメニティ論 2～4 2 1

1～3 配当年次を１年からにするための変
更(21)生活福祉論 2～4 2

領
域
専
門
科
目 環

境
創
造
領
域

業科目を追加(21)

カリキュラム改革のため科目を廃止（23）

配当年次を変更(24)

1

1

1
配当年次を変更(24)

ソルフェージュ 1～2 1

彫塑Ⅱ
科目名称を変更(23)

彫塑Ib 1 1

科目名称を変更(23)
彫塑a 1 1

1

彫塑I

立体構成Ⅱ
科目名称を変更(23)

立体構成b 1 1

立体構成Ⅰ
科目名称を変更(23)

立体構成a 1 1 1

科目名称を変更(23)
平面構成b 1 1

平面構成Ⅱ

平面構成Ⅰ
科目名称を変更(23)

平面構成a 1 1

デッサンa

デッサンⅡ
科目名称を変更(23)

デッサンb 1 1 1

1
科目名称を変更(23)

1

デッサンⅠ 1 1

1

環境創造演習Ⅱ 3 2 2

環境創造演習Ⅰ 3 2 2

解析学Ⅱ 3～4 2 1

解析学Ⅰ 2～3 2 1

解析学序論 2～3 2

確率論 2～4 2

位相幾何学基礎 2～3 2

1

幾何学基礎 1～2 2

1

関数論基礎 2～3 2

解析学基礎 1～2 2

代数学基礎 2～3 2

統計学 2～3 2

離散数学 2～3 2

情報基礎 2 2

解析学概論 1～2 2

幾何学概論 1～2 2

1

代数学概論 1～2 2

環境数学基礎 2～3 2

自然探求の方法 2～3 2

自然災害科学 3～4 2

天文と宇宙 3～4 2
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科目名称、単位数を変更(23)

配当年次を変更(24)

科目名称、単位数を変更(23)

配当年次を変更(24)

科目名称、単位数を変更(23)

配当年次を変更(24)

科目名称、単位数を変更(23)

配当年次を変更(24)

科目名称、単位数を変更(23)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

科目名称、単位数を変更(23)

授業科目を削除(21)

Ⅱ

水彩画Ⅰ
科目名称を変更(23)

水彩画a 2 1

藝術文化論特殊講義 1～4 1

配当年次を変更(24)
図法II 1～4 2

2～3

2～3
配当年次を変更(24)

図法I 1～4 2

2～3
配当年次を変更(24)

美術教育論 1～4 2

配当年次を変更(24)
造形教育論 1～4 2

1～2

1
配当年次を変更(24)

美術史 1～4 2

1
配当年次を変更(24)

工芸理論 1～4 2 1

配当年次を変更(24)
デザイン理論 1～4 2

2

2
配当年次を変更(24)

美術理論 1～4 2

1～4
配当年次を延長のため変更(21)

書法演習E 1～3 1 1

配当年次を延長のため変更(21)
書法演習D 1～3 2 1

1

1～4

1～4
配当年次を延長のため変更(21)

書法演習C 1～3 2

1～4
配当年次を延長のため変更(21)

書法演習B 1～3 2 1

配当年次を延長のため変更(21)
書法演習A 1～3 2 1

1

1～4

1

書写 1～4 2

和声Ⅱ 1～2 1
科目名称、単位数を変更(23)

作曲理論Ⅰ 1～2 2

1

和声Ⅰ 1～2 1

1

2

伴奏法 1～2 1

器楽 1～2 1 1

声楽Ⅱ 1～2 1

声楽Ⅰ

1

1

1～2 1

領
域
専
門
科
目

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

1

3

合奏Ⅱ 2～3 1
配当年次、科目名称、単位数を変更(23)

合奏 2～3 2

2
配当年次を変更(24)

合奏Ⅰ 1～2 1

合唱 2～3 2

2 1
配当年次、単位数を変更(23)

デザインAⅡ 2～3
科目名称を変更(23)

デザインAb 2～3 1

2

2

デザインAⅠ 2～3
科目名称を変更(23)

デザインAa 2～3 1

単位数を変更(23)
音楽史B 2 2

1

1

2 2

鍵盤楽器
科目名称を変更(23)

鍵盤楽器Ⅰ 2 2

声楽Ⅲ 1

科目名称、単位数を変更(23)声楽Ⅳ 1

声楽Ⅱ

科目名称、単位数を変更(23)作曲Ⅰ 1

作曲理論Ⅱ 2 2

和声Ⅲ 1

1
単位数を変更(23)

音楽史A 2 2

野外美術表現演習A 2～3 2

工芸科教育法Ⅱ 1～4 2 1

工芸科教育法Ⅰ 1～4 2 1

科目名称を変更(23)
工芸Ib 2 1

工芸Ⅱ

工芸I
科目名称を変更(23)

工芸a 2 1

彫塑Ⅳ
科目名称を変更(23)

彫塑Ⅱb 2 1

科目名称を変更(23)
彫塑Ⅱa 2 1

彫塑Ⅲ

美術演習B 2 2

美術演習A 2 2

水彩画Ⅱ
科目名称を変更(23)

水彩画b 2 1

芸
術
文
化
領
域
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配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

配当年次を変更(24)

1

1

 2～3

3～4 2

1

書道教育法Ⅱ 3～4 2

3

書道教育法Ⅰ 3～4 2

書藝制作 3～4 1 1

3
配当年次を変更(23)

指揮法 3～4 1

芸術学概論 3～4 2

科目名称を変更(23)
デザインBb 3～4 1

3

3

デザインBⅠ
科目名称を変更(23)

デザインBa 3～4 1

配当年次を延長のため変更(21)
野外美術表現演習B 3 2

1

2～3

3

工芸Ⅳ 3～4 配当年次を延長のため変更(21)
科目名称を変更(23)工芸Ⅱb 3 1

配当年次を延長のため変更(21)
科目名称を変更(23)工芸Ⅱa 3 1 1

3

4

彫塑Ⅵ 3～4 配当年次を延長のため変更(21)
科目名称を変更(23)彫塑Ⅲb 3 1

配当年次を延長のため変更(21)
科目名称を変更(23)彫塑Ⅲa 3 1

3

彫塑Ⅴ 3～4

3

版画Ｂ 授業科目を追加(21)
科目名称を変更(23)版画b 3～4 1

授業科目を追加(21)
科目名称を変更(23)版画a 3～4 1

3

絵画Ⅱ
科目名称を変更(23)

絵画b 3 1

絵画Ⅰ
科目名称を変更(23)

絵画a 3 1

美術実地調査 3 2

美術実地調査演習 3 2

版画Ａ

工芸Ⅲ 3～4

デザインBⅡ

2～3
配当年次を変更(24)

3
配当年次を変更(24)

国語表現法Ⅰ 2～3 2

授業科目を追加(21)

カリキュラム改革のため科目を廃止（24）

カリキュラム改革のため科目を廃止（24）

カリキュラム改革のため科目を廃止（24）

授業科目の追加(22)

授業科目名の変更(21)

授業科目の追加(21)

授業科目の追加(21)

授業科目の削除(21)

授業科目の削除(21)

ヘルスプロモーション 2～3 2

体育・スポーツ統計 1～4 2

3
配当年次を変更(24)

栄養学 2～3 2

栄養生理学 2～3 2

子どもの保健
科目名称を変更(23)

小児保健 2～3 2

スポーツウエア論 2～3 1

1

体力測定実習 2～4 1

スポーツ文化論 2～3 2

体育・スポーツ心理学 1～3 2

2
配当年次を変更(24)

体育・スポーツ社会学 2～3 2

3
配当年次を変更(24)

舞踊学概論 2～3 2

3
配当年次を変更(24)

武道学概論 1～2 2 1

スポーツ医学 1～2 2 1

2～3
配当年次を変更(24)

衛生・公衆衛生学　 2～3 2

衛生学及び公衆衛生学　 2～3 2

2
配当年次を変更(24)

3
配当年次を変更(24)

体育・スポーツ経営管理学 1～2 2 1

運動学 2 2

運動発達論 2 2

運動生理学 2 2 1

生理学 2 2 1

配当年次を変更(24)
体育原理 2～3 2 1

3

1 2

解剖学 1～2 2

1 2

芸術文化演習Ⅱ 3 2

芸術文化演習Ⅰ 3 2

博物館学C 1～3 2

博物館学B 1～3 2

1

博物館学A 1～3 2

1

書藝美学 3～4 2

書道史 3～4 2

領
域
専
門
科
目
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配当年次を変更(24)

科目名称を変更(23)

配当年次を変更(24)

授業科目の追加(22)

授業科目の追加(21)

授業科目の追加(21)

カリキュラム改正のため科目の廃止（23）

カリキュラム改革のため科目を廃止（24）

配当年次を変更(24)

2

1

1

ー 科 Ⅰ 3 2 3

水泳 1 1 1

3

2～4 配当年次を2年からにするための変更
(22)救急法実習 1～2 1

配当年次を変更(24)
武道B 1～2 1

3～4

2
配当年次を変更(24)

ダンスB 1～2 1

陸上競技 2 1

体操・器械運動 1～2 1

バスケットボール 1～2 1

サッカー　 1～2 1 1

ダンスA 1 1

スキー
科目名称を変更(23)

スキー１ 1 1

配当年次を変更(24)
バレーボール 1～2 1 1

1

1
配当年次を変更(24)

テニスA 1～2 1

3
配当年次を変更(24)

武道A 1～2 1 1

フィットネス運動 1～2 1

配当年次を変更(24)
テーピングマッサージ演習 1～2 2

1～4

2
配当年次を変更(24)

領
域
専
門
科
目

野外教育 3～4 2

医療福祉論 2～3 2

児童福祉論 2～3 2

生活福祉論 2～3 2

地域福祉論 2～4 2

社会福祉学概論 1～3 2

3
配当年次を変更(24)

ダンスセラピー 2～3 2

野外運動演習 2～3 2

1

2
配当年次を変更(24)

スポーツ情報処理 2～3 2

3

トレーニング科学 2 2

メンタルトレーニング論 2～3 2

1～4
配当年次を変更(24)

スポーツ指導論 2～3 2

学校保健Ⅰ 2～3 2

学校保健

ス
ポ
ー

ツ
健
康
領
域

領

域

共

通

科

目

1

卒業研究Ａ 4 4

1

スポーツ健康科学演習Ⅱ 3 2 3

スポーツ健康科学演習Ⅰ 3 2 3

　　　　　なお，昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については，見え消しのまま黒字にしてください。

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても記入してください。

（注）・未開講である場合や，配当年次に関わらず，教育課程上の授業科目数を記入する（資格に関する課程など，

科目

571
科目

　　　別課程としている授業科目については算入する必要はありません。）とともに，［　］内に，届出時の計画
　　　からの増減を記入してください。（記入例：１科目減の場合：△１）

　　　　修正し，「備考」に赤字で理由・変更年月等を記入してください。

[　25　]

　　　　修正をしてください。

認　可　時　の　計　画

科目

18

（注）・　届出書の様式第２号（その２の１）に準じて作成してください。
　　　・  届出時の授業科目全て（兼任，兼担教員が担当する科目を含む。）を黒字で記載してください。その上

（２） 授業科目数

0
[　　　]

科目

596
[　25　]

553 0
科目

必　修 選　択 自　由 計
科目

選　択 計
変　　更　　状　　況

必　修
科目科目

18

　　　　で，前年度報告時（平成２３年度に届出された大学等は届出時）より変更されているものは赤字見え消し

　　　・　「配当年次」について，届出時に開講時期を記載する必要がなかった学部等（平成１９年度届出以前）に
　　　　ついても，届出時の状況を黒字で記入してください。また，前年度報告時より修正があれば，赤字で見え消し

[　　　]

自　由

578

備　　　　　　　　考
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番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由，代替措置の有無

１ 該当なし

２

３

番号 授業科目名 単 位 数 配当年次 一般・専門 必修・選択 廃止の理由，代替措置の有無

１ 自然災害科学 2 2～4 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

２ 藝術文化論特殊講義 1 １～4 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

３ スポーツウエア論 2 2～3 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

４ 栄養生理学 2 2～3 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

５ 不安と個性化の心理学 2 3 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

６ 国際人権法 2 2～4 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

７ 教育評価法 2 2 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

８ 国語学講読Ⅱ 2 2～4 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

９ 国語学特殊講義Ｂ 2 2～4 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

１０ 日本文学講読Ｃ 2 1～4 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

（注）・　届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって

（４） 廃止科目

　　　・　履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

　　　　いる授業科目について記入してください。なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（３） 未開講科目

１１ 英語学概説Ⅱ 2 2～3 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

１２ 英米文学特講ＡⅡ 2 2～4 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

１３ 英米文学特講ＢⅡ 2 2～4 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

１４ 英米文学特講ＣⅡ 2 2～4 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

１５ 現代英語演習Ⅱ 2 3～4 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

１６ 公共経済学 2 3～4 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

１７ 地域経済論 2 2～4 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

１８ 共生倫理 2 2～4 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

１９ 現代政治思想 2 2～4 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

２０ 調理科学 2 1～3 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

２１ 基礎物理学実験 1 2 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

２２ 基礎科学実験 1 1～2 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

２３ 基礎生物学実験 1 2 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

２４ 基礎地学実験 1 2 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

２５ 自然探究の方法 2 2～3 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

２６ 医療福祉論 2 2～3 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

２７ 視聴覚教育 2 3～4 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

２８ 人権問題と心理学 2 3 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

２９ 障害者心理学 2 2～3 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

３０ 国語学講読Ⅱ 2 2～4 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

３１ 社会福祉行政 2 2～4 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

３２ 社会調査法 2 2～4 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

３３ 博物館学A 2 1～3 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

14



３４ 博物館学B 2 1～3 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

３５ 博物館学ｃ 2 1～3 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

３６ フィットネス運動 1 1～2 専門 選択 他の科目に変更のため，代替措置無

36

571

（注）・　小数点以下第３位を切り捨て，小数点第２位までを記入してください。

　　　　

（６） 「認可時の計画の授業科目数の計」に対する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

廃止科目については，他の科目に変更することで対応した。
学生への周知については入学時の履修案内に変更後の科目名等を記載した。

＝
設置時の計画の授業科目数の計

0.06
未開講科目と廃止科目の計

　　　　なお，理由については可能な限り具体的に記入してください。

（注）・　届出時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入してください。

（５） 授業科目を未開講又は廃止としたことに係る「大学の所見」及び「学生への周知方法」

　　　　知方法」を記入してください。

（注）・　授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周
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備考

○○短期大学と共用

該当なし

（ ） （ ）

点 点

○○学部
〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　

（ 〔 〕）

機械・器具 標　　本
(５) 〔うち外国書〕 〔うち外国書〕 電子ジャーナル

　

新設学部等
の名称

図　　書 学術雑誌
視聴覚資料

図
書

冊 種 〔うち外国書〕 点

（ 〔 〕） （ 〔 〕） （ ）

(４) 専任教員研究室
新設学部等の名称 室　　　　　　数 （例）

平成24年４月
専任教授１名を新規
採用のため（24）○○学部　○○学科

（例） １６
 　　　 １５

室

室 室
室 室

（補助職員　　人） （補助職員　　人）

（　　　　　　㎡） （　　　　　　㎡） （　　　　　　㎡）

(３) 教　　室　　等

講　義　室 演　習　室 実験実習室 情報処理学習施設 語学学習施設

室

(２) 校　　　　　舎

専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用

計

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（　　　　　　㎡）

そ　の　他 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

合　　　計 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

㎡ ㎡ ㎡
（例）
　校舎敷地と別地
　　　（徒歩○分）

小　　　計 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

計

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

運動場用地 ㎡

３　施設・設備の整備状況，経費

区　　　　　分 内　　　　　　　　　　　　　　　　　容

(１) 区　　 分 専　　　用 共　　　用
共用する他の
学校等の専用
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　　　　併せて提出してください。

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。

　　　・　運動場用地が校舎敷地と別地にある場合は、その旨（所要時間・距離等）を「備考」に記入してください。

　　　・　「(５)図書・設備」については，上段に完成年度の予定数値を，下段には平成２４年５月１日現在の数値を記入してください。

　　　・　昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更のあったものについては，変更部分を赤字で見え消し修正するとともに，その

　　　　理由及び報告年度「（24）」を「備考」に赤字で記入してください。

　　　　　なお，昨年度の報告において赤字で見え消しした部分については，黒字で記入してください。

　　　・　校舎等建物の計画の変更（校舎又は体育館の総面積の減少，建築計画の遅延）がある場合には，「建築等設置計画変更書」を

学生納付金以外の維持方法の概要

（注）・　届出時の計画を，届出書の様式第２号（その１の１）に準じて作成してください。（複数のキャンパスに分かれている

　　　　いる場合，複数の様式に分ける必要はありません。なお，「（１）校地等」及び「（２）校舎」は大学全体の数字を，その他の

　　　　項目はＡＣ対象学部等の数値を記入してください。）

千円 千円 千円 千円 千円 千円

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次 第５年次 第６年次

千円

経費の見
積り及び
維持方法
の 概 要

共 同 研 究 費 等 千円 千円 設備購入費 千円 千円 千円

学生１人当
り

納付金

開設前年度 開設年度 完成年度

(８) 教員１人当り研究費等 千円 千円 図書購入費 千円 千円
経費
の見
積り

区　　　　分 開設年度 完成年度 区　　分

(７) 体　　育　　館
面　　　　　積 体育館以外のスポーツ施設の概要

㎡

（　　　〔　　〕） （　　　〔　　〕） （　　　　） （　　　　） （　　　　）

(６) 図　　書　　館
面　　　　　積 閲 覧 座 席 数 収 納 可 能 冊 数

㎡

（　　　　） （　　　　）

計
〔　　〕　 〔　　〕　 〔　　〕　

（　　　〔　　〕）

（　　　〔　　〕）・
設
備

（　　　〔　　〕） （　　　〔　　〕） （　　　　）
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大 学 の 名 称 備　　考

既設学部等の名称
修業
年限

入　学
定　員

編入学
定　員

収　容
定　員

学位又
は称号

定　員
超過率

開　設
年　度

所　在　地

年 人 年次 人 倍

人

国際学部 3年次 学士 平６ 栃木県宇都宮市峰町

1.16

　国際社会学科 4 50 5 210 (国際学) 1.22 350

1.17

　国際文化学科 4 50 5 210 1.19

教育学部 学士 昭24 栃木県宇都宮市峰町

1.04

　学校教員養成課程 4 150 600 (教育学) 1.07 350

　生涯教育課程 4 ー ー 平成21年度より学生募集停止

　環境教育課程 4 ー ー 平成21年度より学生募集停止

　総合人間形成課程 4 60 240 1.03 平成21年度より学生募集開始

工学部 3年次 学士 昭39 栃木県宇都宮市陽東

1.06

　機械ｼｽﾃﾑ工学科 4 79 316 (工学) 1.09 　　　  　7-1-2

　電気電子工学科 4 79 316 1.06

1.06

４　既設大学等の状況

宇　都　宮　大　学

　応用化学科 4 83 30 332　 60 1.07

1.11

　建設学科 4 70 280 1.15

1.09

　情報工学科 4 74 296 1.08

農学部 3年次 学士 昭24 栃木県宇都宮市峰町

1.11

　生物生産科学科 4 105 420 (農学) 1.13 350

1.04

　農業環境工学科 4 35 20 140   40 1.08

1.06

　農業経済学科 4 40 160 1.08

　森林科学科 4 35 140 1.04

　　　　短期大学又は高等専門学校ごとに，平成２４年５月１日現在の状況を記入してください。

　　　　している場合には，専攻課程）単位で記入してください。

　　　・　学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「－」とし，「備考」に「平成

　　　　○年より学生募集停止」と記入してください。

　　　　平均の小数点第２位まで（小数点第３位を切り捨て）を，学科（短期大学において専攻課程を設置

　　　・　「定員超過率」には，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

　　　　（専攻科に係るものについては，記入する必要はありません。）

（注）・　本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が，設置している全ての大学の学部，

　　　　学部の学科，短期大学の学科及び高等専門学校の学科（ＡＣ対象学部等を含む）について，大学，
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（注）・「届出時の計画」には，届出時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに，（　）内に開設時の状況を記入し，

　　　　計画との増減数を記入してください。（記入例：１名減の場合：△１）

変　　更　　状　　況認　可　時　の　計　画
備　　　　　考

講　師准教授 講　師 助　教 助　手計 助　手 教　授 准教授 助　教 計

５　教員組織の状況

＜教育学部　総合人間形成課程＞

（２） 専任教員数

7 8 0 0 15 0
11
10

教　授

　　　　「変更状況」には，平成２４年５月１日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに，［　］内に届出時の

［　1　］ ［　0　］（　15　） （　0　）
［ △3 ］

△4
（　０　） ［　2　］ ［　0　］（　８　） （　０　）

0

4
3

（　７　）

2 0 16
3
4
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区　　　分 留　意　事　項 履　行　状　況
未履行事項について

の実施計画

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（△△年△△月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（□□年□□月）

設置計画履行状況

調　　 査　　 時

（●●年●●月）

６　留意事項に対する履行状況等

該当なし

（注）・　「設置計画履行状況調査時」には，当該設置計画履行状況調査の結果，付された留意事項に対する

　　　　履行状況等について具体的に記入するとともに，その履行状況等を裏付ける資料があれば添付して

　　　　ください。

　　　・　定員管理に係る留意事項への履行状況については，指摘を受けた学科等についてのみ記入して

　　　　ください。

　　　・　該当がない場合には，「該当なし」と記入してください。

　　　・「事前伺い」により設置された学部等については，当該項目を記載する必要はありません。



○　設置計画履行状況報告書

　ａ　ホームページに公表の有無　　　　　　　　　（　　　有　　　・　　　無　　　）

　ｂ　公表時期（未公表の場合は予定時期）　　　　（　　２４年　５月　３１日　　）

（４） 情報公表に関する事項

７　その他全般的事項

＜教育学部　総合人間形成課程＞
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